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第21回北海道釧路大会

大会テーマ：野生生物保全を考える（仮）

開催期日2014年Sg16B(±）

～S月18B(月）
開催会場：北海道教育大学釧路校他

子どもと自然学会思いを語る会十拡大理事会

開催について

2014年4月26日（土）27日（日）

湘南学園小学校藤沢市鵠沼松ガ岡4-1-32

｢子どもと自然に関わるミニシンポジウム」をします。

－

1

」

発行：子どもと自然学会事務局（〒611-0002宇治市木幡平尾27-480生源寺孝浩shogenji伽5.kcn.ne.jp)

’



IPCC最新報告書と COP19の動向
大山紗央理(岐阜大学地域科学部三年）

IPCC(IntergovemmentalPanelonClimate

Change:気候変動に関する政府間パネル)は、

気候変動枠組条約が成立する以前、1988年

に世界気象機関(WMO:woddmeteorological
OIganization)と国連環境計画(UNEP:United

NationsEnvironmemProgram)により設立さ

れた国連の専門機関である。また、これま

で五回の報告書が出されており、温暖化に

対する国際的な取り組みや国内政策の指針

となってきた。IPCCには三つの作業部会が

あり、第一作業部会は気候システムおよび

地球温暖化の自然科学的根拠と将来予測を

扱っており、第二作業部会は地球温暖化の

影響と社会経済システムや生態系の脆弱性

とその適応についての評価を行う。第三作

業部会は温室効果ガスの排出抑制・削減に

ついて、科学的・技術的側面だけでなく、

経済的・社会的側面からも評価を行う。そ

して今年、IPCCは9月26日、第五次評価

報告書第一作業部会報告を公表した。本報

告ではIPCCのこの第五次報告の内容とそ

れに続く今回19回目の開催となる気候変

動枠組み条約締約国会議(COP19)につい

て各新聞による報道、また地球温暖化対策

に関するゴゴンタナの研究（『子供と自然

学会誌』2013年)を参考に検討したい。

今回の第五次評価報告書第一次作業部会

報告では前回の第4次報告に引き続いて温

暖化は疑う余地がないとしており、そして

人間活動が温暖化の主な原因であるという

可能性が前回90％以上としていたのが、今

回は95％以上と、ほぼ断定している。世界

の平均気温については、前回の報告では過

去100年間に0.74℃の昇温だとしていたの

に対し、今回1880~2012年で0.85℃上昇と

なった。今回は海水温の上昇についてより

強調された。平均海面水位は、21世紀まで

に26~82cm上昇すると予測されており、前

回の18~59cm上昇の予測を大きく上回つ
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た。また3000m以深の海洋深層で水温上

昇が66％以上の確率で起こっているとされ

る。このことから私は、水温上昇によって

メタンハイドレートが解け、二酸化炭素の

21倍の温室効果を持つメタンガスが排出さ

れることも懸念する。また海洋の循環の動

力となる深層海流が弱まっている可能性も

指摘されている。熱波寒波について前回は

多くの熱帯で90％を超え上昇そのほかの地

域でも40％以上上昇し北半球のほとんどの

地域で寒波の発生が50~100%低下としてい

たのに対し、今回ほとんどの陸地で極端な

高温の頻度が増し極端な低温の頻度が99％

の確率で減少するとその範囲は広がり確率

も上がっている。また平均気温については

前回l.l~6.4℃上昇に対し今回は0.3~4.8℃

上昇とされており、一見下がったかに思わ

れる。しかし、これは予測シナリオが異な

るからである。放射強制力の最も小さい(世

界の協力で環境と経済を両立させる最も理

想的な)シナリオ以外では21世紀の平均気

温上昇はl.5℃を超える可能性が高い(66%

以上)。また放射強制力の高い二つのシナ

リオでは2度を超える可能性が高いとされ

る。産業革命以前と比較して大気の温度上

昇を2度以下に抑えられなければ生態系と

人間の生存条件に深刻な影響を及ぼす恐れ

が生じるとされており、それを防ぐために

も温度上昇を2度以下に保つことは具体的

な目標とされてきたわけであるが、今回の

報告はそれを実現することが極めて困難で

あることを示している。

以上に述べた報告内容からも前回第四次

報告に比べ地球温暖化が加速的に進んでお

り、その影響も考えられていた以上に深刻

になることを強く示唆していることが分か

る。しかし、IPCCは各国政府が指名する専

門家を代表として送り出している。例えば

二酸化炭素排出による気温上昇からメタン
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ガスが増加、またそれによる温暖化への影
響、といった、正のフィードバックの効果
への評価が大きくはない。などということ
から、極めて甘い見解だと指摘される。
しかし、必要な削減量と抑制削減目標に
は80~130億トンものギャップがあり第五
次評価報告書第一作業部会の報告は「気候
変動の多くの側面は温室効果ガスの排出が
停止して後も何世紀にもわたって持続す
る」とし、気候変動を制限するためには温

室効果ガスの排出量の大幅かつ持続的な削

減が必要となると考えられる。

この現在の環境対策にたいしての見解を

しめしたIPCCの報告書の内容を受けて、

注目されるのがCOP19である。COP17,18

において京都議定書の第二次約定期間を設

けること、2020年からは気候変動枠組み条

約の下で新しい枠組みを設けるとし、具体

的な内容は2015年までに合意することを

確認しており、途上国支援として毎年1000

億ドルの拠出を決定している。しかし、第

三約定期間から日本、ロシア、ニュージー

ランドが離脱しており、未加盟のアメリカ、

カナダを含めるとCO2排出量の4分の1強

を占める国が不参加の意向を示していると

いうことになる。2020年からの締約国すべ

てに適用される削減義務のコンセンサスは

依然つくられるに至っていない。

一方、日本は鳩山政権の時に90年比23％

減を掲げたものの、産業競争力会議の意向

を受け、05年比3.8％削減案を提出するこ

ととしており、これは90年比にすると3.l%

増である。鳩山政権時は人類全体の目標か

らの規制であったのに対し、今回安倍政権

は各企業の掲げる目標値の集計にすぎな

い、積み立て方式をとっていることが影響

している。この日本政府の掲げた増加目標

は、各国から非難をあびることとなり、日

本は今回地球温暖化対策に積極的でない、

交渉を停滞させた国に送られる不名誉な化

石賞の特別賞を受賞した。この日本の状況

は、CO2削減を口実に原発推進をはかった
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が、再生可能エネルギーの普及や低エネル

ギー社会への取り組みに本腰を入れてこな

かった結果であり、エネルギー浪費社会の

抜本的見直しが求められる。

以前よりCO2を排出し発展してきた先進

国には発展途上国よりもより大きな責任が

ありCO2排出削減に尽力するべきだという

“共通だが差異ある責任”の考えのもとに、

意欲的な削減目標を自らの責任として追及

すること、CO2排出以外の道を示し、それ

にふさわしい技術資金援助を行うという二

重の責任が求められてきた。その理由とし

て二酸化炭素累積排出量の8割が先進国か

ら排出されたものであるということがあげ

られる。しかし今や途上国の中でも中国は

一人当たりでは依然として途上国だが、総

量としては二酸化炭素排出量の約4分の1

を占め、インドも5.4％を占めるまでになっ

てきたため、これらの発展途上国が積極的

に加わる必要も出てきている。

先進国における経済活動がこのままでは、

産業革命以前と比べ気温上昇2度以内とす

るのは難しい。しかし、省エネ．自然エネ

ルギーの普及によって達成できる可能性は

残っている。実際に脱原発を掲げながら90

年比40%減を目指すドイツのような国もあ

る。

地球温暖化の影響は世界中で顕在化して

きている。COP19の開会式でも取り上げら

れ、まだ私たちの記憶に新しい、フィリピ

ンを直撃した台風30号Haiyanは海水の温

度上昇により台風が発達し甚大な被害をも

たらしたと考えられている。台風30号に

よる死者は5235人に達し、多くの子供た

ちの命も犠牲になった。防災対策の遅れる

発展途上国ではいざ災害が起こった時の被

害は先進国よりも深刻になる。地球温暖化

によるリスクをまず背負うことになるのは

途上国の子供のような弱者である。このよ

うな異常気象の発生を食い止めるために

も、今政治的な決断が必要になってくるだ

ろう。



ポスタ一セッションで「子ども・若者の、小学校から高校までの12年間で人

間と生物についての学習でどのようなことを指導すればよいか」を発表して

岩田好宏(子どもと自然学会顧問）

2013年ll月30日・12月1日に京都橘大学で開かれた、子どもと自然学会第20回大会

のボスターセツシヨンに参加しました。3人の方から感想、意見をいただきました。大会

に参加しなくても、ポスターセッションで発表可能であることを、運営委員会が了承され

てのことです。

発表は、模造紙1枚分の大きさで、発表主題は、表記のとおり「子ども・若者の、小学

校から高校までの12年間で人間と生物についての学習でどのようなことを指導すればよ

いか」としました。

2003年から生物教育研究委員会が取り組んできた｢人間と生物世界学習指導12年計画」

についての研究の中間における成果の一端です。5月、千葉経済大学附属高校で開かれた

第19回大会でのシンポジウムで発表したものから少し進展したものです。子ども・若者

の成長に即して変化する学習に対する期待の変化に対応して、学習指導を変化させねばな

らない、その基本の一つとして階梯というものを考え、4つの階梯を設けました(第19回

大会での発表では3階梯でした)。学習への期待の変わり目に着目して、そこからつぎの

変わり目までを－つの階梯とし、そのつぎの変わり目までにどのようなことを指導すれば

よいか、目的と目標を設定して、そこまでの指導過程を階梯としました。各階梯の主要な

指導課題と指導にあてる時間数を下に示します。つくりましたポスターは、これを表にし

て、合わせて簡単な解説をつけまして、意見・感想を寄せてくださるよう、お願いの文を

添えました。

寄せられた3人の方の感想・意見を紹介します。

1．〈進化>を意識している点がよいと思います。〈進化>は生物の本質ですから。現

行の教育がく進化>にほとんどふれていないのは苦々しく思っています。また、大階梯

3以上で人間や人間の活動にシフトするのもすばらしいと思います。子どもの関心の

発達に適合していると思います。

2．小5，6年と中学生には、自分の体や社会の生きるためのの合目的性と生物が生

きるための体や群れ、種などの合目的性を合わせて考えられる授業をすることが大切

だと思います。思春期に合った学習が大切

3．自分たちの身近かなことと結びつけ、人の生き方にも関連する視点をきちんとと

らえていくのに大変考えさせられました。他の教材を考えたとき時間配分をどうする

かが課題だと思います。

-4－
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3人の方が書かれたことは、私たちの考え方を支えてくださっていると感じ、大変あり

がたいことです。8学年以降、「生物世界とその歴史」に関する学習指導主題がありませ

んが、「人間と生物世界との関係」を主題とした単元の中に組み入れて指導するようにし

てあります。たとえば、「11hr.人権の生物的基礎」では、生態系、親子関係、雌雄関係

など種内の個体間の関係が学べるようにしてありますし、「11ph.生物学と生活・生物思

想」では、生命の起原や初期進化、原核生物から真核生物への進化などが生命観、生命起

原論とその歴史の学習の中で指導するようにしてあります。『10mh.健康と医療・保健衛

生の生物的基礎」では、遺伝子操作やiPS細胞など現代医療技術開発との関係で、遺伝性

や遺伝情報発現と発生過程との関係などを指導するようになっています。

また、学習は、「1．事実を知る」「2．事実を社会的公正さと自然的公平さから評価す

る」「3．人間と生物世界との関係についての将来展望を考える」という3つのかたちを

組み合わせて進むよう指導法を考えています。地域の人間と生物世界についての学習は、

「9r.地域における人間と生物世界」が中間まとめになっています。地域は、子ども・若

者が直接はたらきかけ、その反応をみることによって、自分自身、相手を知る世界として

は、もっとも複雑で大きな世界ですから、その学習指導は重要な意味をもっていますが、

それと同時に、国や世界という直接はたらきかけができない世界についての学習の指導と

の連結が重要だと思っています。大会には出席しなくても、ポスター発表で参加するとい

う方式をぜひともこれからもお願いしたいと思いました。ポスターの中の指導計画表と解

説文はつぎのとおりです。

1学年30時間、小学校から高校までの12年間で、「人間と生物世界」について何

を主題として学習指導すればよいか、考えてみました。

1．子ども・若者が学び生活のための知的手段として必要な知識・考え方を示しまし

た。

2．2つの視点を重視しました。

a.「人間と生物世界」をそのとおりとらえる視点と社会的公正さ・自然的公平さか

らの視点の結合

b.子ども・若者の成長発達にともなう関心・興味・将来展望・能力に対応する

賛成、反対、要らないものがある、不足しているものがあるなどいろいろなご意

見があると思います。ご意見をお書きください。

学校での「人間と生物世界」についての学習指導計画表

大階梯単元名時間数学習指導の主要な課題の順に示す

大階梯4

12fu.人間の生物世界との関係について、自分たちで主題を決め、方法を開発して調べ、

考え、学ぶ30時間

‐5－



どのようにすれば生物世界とのかかわりについての「本学び」が実現できるか

大階梯3

11ph.生物学と生活・生物思想12時間

生物学は、人間の生活と生物思想形成にとってどうあるべきか

11ne・核時代の人間と生物世界8時間

核時代をどう生きるか

11hr.人権の生物的基礎10時間

人権はどのようにして生物的生存権を原形として生まれ、人間の子育てと教育は、動物

の個体どうしの関係を原形にしてどのように生まれたか。

10ij.職業・産業としての生物世界とのかかわり10時間

生物世界とのかかわりは、社会的公正さの実現のために、個人の生きがいのために、産

業・職業としてまた生物世界保全のためにどうあるべきか

10mh.健康と医療・保健衛生の生物的基礎20時間

健康なからだと生活のために、医療、保健衛生はいかにあるべきか

9r.地域における人間と生物世界12時間

地域の自発的発展のために、人々は生物世界とどうかかわればよいか

9e.野生世界、農村、都市12時間

生物世界とのかかわりは、どのようであれば、人間自身にとって生物世界にとって望ま

しいものとなるか

9fp.食糧問題と人口問題6時間

人間らしい生活の実現のために食糧問題・人口問題をどう解決すればよいか

8ho.人間性の起原20時間

人間性(人間らしさ)は、生物性(生物らしさ)を原形にして歴史的にどのように形成され

たか

8bh.生物世界とその形成過程10時間

生物は、どのようにして現在のような世界を形成したか

7ah.動物世界とその形成過程10時間

動物はどのようにして独自の生きかたを身につけ、独特の世界を形成したか

7rd.生物の持続と繁殖・死亡20時間

生物は殖えて死ぬ。どのようにして種は持続しているか。

6ph･植物世界とその形成過程6時間

植物は、どのようにして独自の生きかたを身につけ、独特の世界を形成したか

6fb.真菌類と細菌類という生物6時間

真菌類と細菌類は、どのようにして独自の生きかたを身につけたか

6bp､わたしのからだと個性18時間

思春期をむかえて、どのようにして精神的にも身体的にも自分らしい自分になれるか

5tp.草と木とコケの世界10時間

－6－
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陸上植物は、どのようにして独自の生きかたを身につけたか
大階梯2

5abs.大きな生物と小さな生物6時間

からだの大きさは、生物にとってどのような意味をもっているか

5m.哺乳類世界14時間哺乳動物は、どのようにして独自の生きかたを身につけたか

4cp.身の回りの植物のからだと生活10時間

植物は、からだと生きかたと環境との間にどのような関係を結ぶことによって生存して
いるか

4e.古生物と現生生物のつながり5時間

現在生活している生物は、どのようにして絶滅した大昔の生物を祖先にして出現したか

4i.昆虫世界15時間

昆虫は、どのようにして独自の生きかたを身につけたか

3cg．栽培・飼育と生物の生育．繁殖20時間

動植物は、どのようなことに気をつけて育てれば、生きて成長していくだろうか

3dcbf.犬と猫、烏、魚10時間

犬と猫、鳥、魚は、どのように運動し、何を食べて生きているか

2e･大昔の動物3時間

今は絶滅してしまった大昔の動物は、どのような点で現在の動物と同じか

2mb.わたしのからだ6時間

自分のからだはどのようになっているか、どのように生まれ、どのように育ってきたか

2pc.生物の親と子6時間

生物の親と子、どこが同じで、どこがちがうか

大階梯1

1･2b.友だちと一緒に生物とかかわり、楽しみながら学ぶ45時間

学ぶことの楽しさに気付く。どのようにしたら生きものきらいにならないで、楽しく学

ぶことができるようになるか

子どもと自然学会第21回大会は北海道釧路

を予定しています｡スケジュール調整を！
■期日:2014年B月16B/17日/1B日

■場所:釧路市北海道教育大学釧路校他

野生動物に視点をあてて議論を展開する予定です。

詳しいことがわかり次第､通信でお知らせします。
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生き物クラブの活動
夕堅．《イク1－行きました年は4回もノスハ一一マ

稲生勝

私たちは、岐阜市で子どもの自然体験教室

を続けています。現在は、子どもと自然学会

会員の市原弘生さんを会長にNPO法人長良．

くらしと自然楽校として、「生き物クラブ・天

神川」（原則、毎月第2土曜日）と「花と野菜

のエコクラブ」（原則、毎月第1士曜日）と「自

然の仲間」（不定期、高学年・中学生むけ）と

いう三つの子供向けの団体を結成し、活動し

ています。なお、子どもと自然学会会員では、

安江さん、深谷さんにも手伝ってもらってい

ます。

定期的な活動のほか、今年は、4回、バス

ノ､イクに行きました。50人乗りの大型バスを

使って普段活動している岐阜市内の山や川と

は異なる場所に行き、活動しました。その資

金ついては、山科大会で市原さんから岐阜県

の森林環境税などを使っていることが報告さ

れましたので、ここでは、その内容というか

その目的、あるいは意図のようなことについ

て報告します。日程は、以下の通りです。

6月9日（日）三重県桑名市の人工干潟で

生きもの観察

7月7日（日）愛知県内海の岩浜で海岸動

物観察

8月26日（月）－27日（火）岐阜県白川

町（合掌造りの白川郷とは別、東濃地方）で

森林と川の上流の生きもの観察

ll月4日（月、休日）五箇山、ひるがの高

原、阿弥陀が滝で長良川最上流の生きもの観

察

さて、日程を見ていただければ、すぐにお

分かりいただけると思いますが、ふだん活動

－8‐

している長良川や岐阜市内を流れるその支流

の支流の支流の天神川といった中流域からす

ると、上流および山、森林に二回、海に二回

（汽水域と岩浜)、行きました。

行きのバスの中では、僕の方で用意したプ

リントで事前学習というと大げさですが、そ

の日のポイントや安全面での注意事項などを

話します。

なお、安全面には、いくら注意しても注意し

すぎることはないと思い、そうとう、気を付

けているつもりです。子どもを水に入れると

きは、かならず、救命胴衣を着けさせていま

す。救命胴衣は、国士交通省木曽川上流事務

所に子ども用、大人用が相当数、用意されて

おり、それをいつも借りています。川や海で

は、複数のサポーターが全体を見渡せる複数

の場所から見張りにつくようにしています。

山を歩くときは、たいていは僕や岐阜大の学

生が最後尾につくようにしています。バスの

中では、たとえば、海に行くときは、離岸流

の危険性や海上保安庁の118番などをしつこ

いぐらい説明します。

さて、最上流は、ll月4日に行った阿弥陀が

滝です。阿弥陀が滝では、滝の規模もさるこ

とながら、見事な柱状節理を大人たちは、堪

能しました。子どもたちは、しかし、柱状節

理よりも沢の中にいるイワナに夢中でした。

一部、ニジマスではないかの声もありまいた

が、魚体側面にイワナ特有のオレンジ色の斑

点がありましたので、イワナだと思います。

禁漁区だからだと思いますが、たしかに、イ

ワナにしては、あまり、警戒心がなく、何匹

も姿を現してくれ､悠々と泳いでくれました。

イワナだとすれば、今年は、生き物クラブ



の子供たちは、最上流の魚から、ふだん見か

けている長良川や天神川の中流域の魚たち、
桑名の干潟で見た汽水域の魚（たとえばマハ

ゼ）そして、内海で見た海の魚（たとえばア

ゴハゼ）と日本列島の中部で見ることができ

る魚を、それぞれの環境ごとに見ることがで

きたことになります。

そして、もちろん、魚だけではありません。

今年は、4回のバスハイクを通じて、カニも、

天神川上流部である岡口谷でみたサワガニだ

けでなく、汽水域で目が潜望鏡みたいに高く

伸びている汽水域のカニ（たとえばヤマトオ

サガニ)、さらに、ひらくったく、海岸の石の

下に隠れているいろいろな模様のヒライソガ

ニなど多種多様な海のカニも見ました。また、

海には、陸にはほとんどその仲間もいないイ

ソギンチャクやウニ、クラゲなど多くの生き

ものがいることを子どもたちは実感できたの

ではないでしょうか。

つまり、上流、中流、下流、汽水域、海とい

う流れがもたらす多様な環境ごとに多様な生

き物がいるということ、山から川が流れだし、

海に至るという水の流れが実に多くの生きも

のをはぐくんでいること、これがわかっても

らいたかったことなのです。このことを知つ

てこそ、というより、実感してこそ、水を汚

すことの問題性のより深い理解が達成できる

のではないでしょうか。

だからこそ、海なし県、岐阜の子どもたち

に、海の生きものの多様性を実感してもらい

たい、これは、海にそそぐ川を大事にするこ

と、その川の水を作り出す山、森林を大切に

することにつながるのだと思っています。そ

の意味で、今年の4回のバスハイクの意義は

あったと思っています。4回という回数が妥

当かどうかは別にして。

4回と言いますが、実施の前には下見もあ

り（安全のためにも下見は欠かせません)、ス

ケジュール的には結構きつかったです、正直

なところ。

なお、ついでにお話ししますと、定例の活

動である2013年2月9日（士）には、子ども

と自然学会の会員でもある岐阜大学大学院の

中国人留学生たち、ゴゴンタナさん、カガン

トヤさん、モドガさん、呉福玲さんに「餃子

づくり教室」を開催してもらいました。味も

見事でしたが、餃子の皮を作る見事な手さば

きは、参加したお母さん方も驚嘆していまし

た。2014年は、小龍包つくりにしようかと計

画しているところです。

;…"~…~…学諄聯苣蕪拳萎…嵐：灘葛黒磯弾鑿藺擢僧散ぞ…………：
i i

；’・開催意義/子どもと自然学会が設立されて、10年になる。この間､20回の全国研究大会：
● ．pU

iを開催し、学会誌(現在14号まで発行)、『子どもと自然大事典』(2011年2月発行）軒ﾘ行：
！ ：

;し、子ども．自然・子どもと自然について研究を進めてきた。これまでの学会の活動を振り；
｡ i■．

；返り、今後の研究活動の方向性を明らかにするために開催される。！
． i●、

ﾛ);i2．開催期日2014年4月26日（士）27日（日）｜■ ．ロロ
84-'-32;;3．開催会場湘南学園小学校藤沢市鵠沼松力岡4-1-32：
;4．日程4月26日（士)13時～14時湘南学園施設等見学；
● ．

i..nig_,,,n,z-,J,JL-"L,-BR.L_､zs_s,､/.F"rL,,:i ：p

14時～17時子どもと自然に関わるミニシンポジウム:F"､JL'-.｣.､-､-'-H'､､､､-'/､J~-｡'~､--.､/-.;
●

U O
●i__,___｣_､___=LJz_¥.=､､,,--､:！ ．
！):18時～20時江ノ島水族館見学（予定）iO

■ ．！、0

'7日（日）9時～12時研究大会･研究活動などのこれからについて；
●

0
●

●

ロ U■．●．
！，検討する：
ロ 0●．●．
0ロ（ご予定ください。詳しくは次号で｡）：i5.参加費無料
00.....口ﾛ...｡､0.,..-...､...､0.-.0...9-..｡■..0口.･･D…ﾛ････…ﾛ･･一･･口････､･･･■･･－．．0口･･0口･･-00.,..口･･･-..■･･-0.0口････ﾛ･････････‐･･一･･一･･－0..口･00口｡｡｡････ロ･･-0.0･口･ﾛﾛﾛ･0口･･＝ﾛ･ﾛロ･ロー･･･､O…･･0口･･･■･･-.0qﾛ･･一･･････－0...J

－9‐

－



学生さんたちからの感想

甲南女子大学の参加者からは一人一人

貴重な感想が届けられました。全て掲載

します。感想文から学びたい。（編集子）

甲南女子大学の石渡です。山科大会では

学生が大変お世話になりました。

4回生は全員一般発表をさせてもらいまし

たので、主にそれについて感想を書いても

らいました。

甲南女子大学く4回生＞

鈴鹿恭子さん

■今回の学会のテーマが「子どもの育ちと

自然のかかわりを探ろう一乳幼児期から小

学校低学年までを視野に一」ということで、

自分の卒業研究のテーマとリンクしている

部分があり、自分の研究がより深まったよ

うに感じます。シンポジウムの中で、「夕

焼けってなんで赤いの？」という子どもの

疑問に対して、科学的な回答をするのでは

なく、「なんでだと思う？」と子どもに聞

き返し、子どもの想像力を大切にしたいと

いうお話があり、印象深かったです。子ど

もの発想を大人はどう受け止めるのか、ま

た他の先生方のお話にもありましたが、い

つから、どのようにして子どもに科学的な

ことを教えていけば良いのかということに

興味を持ちました。卒業研究の発表では、

発表後に三上先生のアサガオの栽培の実践

のお話をお聞きし、つるを長く伸ばしたア

サガオの実物も見させていただき、私もい

つか実践してみたいという気持ちが高まり

ました。

甲南女子大学く4回生＞

廣崎恵理子さん

■去年はどこか他人事だという思いがあり

ましたが、今年は自主的に発表を聞きに行

くことができました。私が一番興味を持っ

たのは京都橘大学の長友志航さんの発表で

す。障害児教育についての発表だったので

すが横浜市には「副在籍」という制度があ

るということを知りました。横浜市の教育

について調べたつもりになっていましたが、

まだまだ知らないことがあります。自分の

力で「副在籍」についてより調べていきた

いです。

自分の発表はとても緊張しましたが、納

得のいくものができました。子どもと自然

学会で、国語について発表することに不安

を抱いていましたが、多くの人から感想や

アドバイスを頂けました。私は大学生相手

にしか模擬授業を行えていませんが、現役

の小学校教師の方が、実際の小学生も同じ

反応だと教えて<ださりました。今回得た

新しい知識を付け足すことで、来年の学内

発表に向けてより良いものへと改善してい

きます。

甲南女子大学く4回生＞

西岡笑子さん

■子どもと自然学会には何度か参加させて

いただいていますが、今大会では卒論発表

を行ったこともあり、いつも以上に自分に

とって学びの深い学会となりました。半年

間かそれ以上の歳月をかけ一生懸命に研究

してきた内容を、多くの方の前で発表させ

てただけたことは、自分の中で大きな達成

感となりました。パワーポイントを何度も
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作り直しリハーサルも行った中で、果たし
て自分の伝えたかったことがうまく伝えら

れたのか、ということがすごく不安でした。
しかし、話を聞いてくださっている先生方

の中には、うなずいてくださる方もいて、

その光景を見ると「よかった｡」という安

堵感がわいてきました。また、発表後の質

疑応答の時間では、貴重な意見や感想を聞

かせていただき、また、質問を投げてくだ

さることにより、自分の中で再度研究内容

に対する思いを確認することができました。

また、ゼミの同志や他大学の学生の発表を

聞くことも、自分の中では大きな刺激とな

り、自分の視野や知識を大きく広げること

ができたと思います。最後に、このような

貴重な機会があることに、改めて感謝した

いと思いました。

甲南女子大学く4回生＞

松村敦子さん

■初めての人と自然学会だったので、行く

前は学会という名前からすごく堅いものだ

と思っていました。実際行ってみると、私

の想像している学会とは違い和やかな雰囲

気が多くとても驚きました。自分の発表で

は、とても緊張していまい文章を飛ばすこ

ともありました。それは、発表なのに文章

を読んでいた事も影響しています。今回の

ような失敗をしないためにも、自分の伝え

たいことをしっかり把握し、読むのではな

く伝えられるようにしていく必要があると

思いました。そして、新たなアドバイスも

頂いたので、これからも研究していけたら

と思います。今回のように先生や学生など

さまざまな方を相手に発表する機会は無い

かもしれません。また、住んでいる地域や

学校が違う学生の方との触れ合うことがで
き、充実した二日間を過ごすことができま

した。

甲南女子大学く4回生＞

木村知奈未さん

■「1日目のシンポジウムに関して、幼稚

園・小学校の先生、専門知識をもつ大学教

授の方など、様々な視点から「子どもと自

然」についての実践。意見を聞き、共通し

ていることがあると感じました。それは、

授業として自然と触れさせる活動というよ

りは、ごく自然な生活の中に自然があふれ

るように環境を設定したり、授業を構成し

たりすることが子どもたちの自然に対する

興味・関心や意欲が高まるということでし

た。年齢により活動方法や環境設定は異な

りますが、教師が意図している活動に子ど

もたちが自然に入り込めることが大切だと

感じました。また、大阪大谷大学の小谷先

生の言葉の中に「科学性を求めすぎると、

子どもは考える事を楽しめなくなる｡」と

いうものがありました。これが現在、理科

離れしている原因の一つでもあると思った

ので、将来、小学校教員としての理想は子

どもたちにたくさんの自然や科学に触れる

機会をつくり、「なんで？」「どうなってい

るの？」と考えることに向き合えるような

きっかけをたくさん与えていけるようにな

ることです。

卒業論文の発表に関して、先生から「な

んの目的をもって教材を変えるのか…ただ

身近な材料というだけでは、本当によいの

か考える必要がある」というアドバイスを

いただきました。授業や実験のひとつひと

つには、必ず目的が必要です。今後、機会

があれば、目的まで考慮して実験方法・教

材について考えてみたいと思います。また、

現場に出ても常に目的のことを頭において

教材研究を進めるようにしようと思いまし

た。

計4回の学会に参加して、たくさんのこ
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とを経験させていただき、多くの知識を得
ました。子どもたちにはただ資料を見せる
だけではなく、自分が見たこと・聞いたこ
とを自分の声で伝えていきたいと思ってい

ます。この2年間で体験した貴重な学びを
子どもたちと共有していきたいです｡」

実際に実験をしたり、何かを作ったりする

中で、私自身、疑問や発見が多くそのこと

について考えながら作業を進めていくこと

ができた。考えながら何かを学ぶというこ

とについて考えることができた。

一般発表については、それぞれが色々な

意見を持っていて見方は1通りでないこと

を改めて感じた。私の研究においても、感

動体験を受けた時に感じる感情を1つに絞

込み研究する方法や子どもの感動体験を分

析する等、様々な意見を聞くことができた。

たった1年での研究では、限界があること

を感じ、1つのテーマについて追求してい

き、どこかの場面で活かしていくことが大

切だと思った。

I

P

I

甲南女子大学く4回生＞

池口和奏さん

■私は今回の学会が初めての参加でした。

初日は他大学の先生方や学生の研究を実際

に体験させていただきました。特に印象的

だったものは、「果物の浮き沈み」です。

これは「ものの浮き沈み」の学習として、

小学校理科の授業でも活用できると感銘を

受けました。私自身も夢中になって活動す

ることができたので、子どもはもっと楽し

んで活動できるのではないかと思います。

このように、小学校理科に繋げられる研究

を実際に体験でき、非常に良い刺激を受け

ることが出来ました。次の日は、卒業研究

での論文を発表しました。論文をたくさん

の人に聞いていただく機会もめったになか

ったので、良い機会となりました。他の先

生方の発表は、実際に体験したものから基

づいたものが多く、具体的で非常に分かり

やすかったです。私は大学卒業後、甲南女

子大学院へ進学するので、修士論文ではよ

り具体的で筋道の通った論文が書けるよう

努めていきます。

甲南女子大学く4回生＞

末田智美さん

■ワークショップでは、身近なものをつか

って様々な物質の仕組みや性質を楽しく学

ぶことができました。授業などにおいて、

「生活と関連付けて」行うことが大切であ

ると言われますが、どのようにと具体的に

提示してもらえる機会が今まで少なかった

ので、発見が多くありました。また、理科

が苦手な私自身も自然と楽しみながら「え？

なぜ？」と思うことができ、興味を持ちな

がら取り組むことが出来たので、今後の参

考にしていきたいです。

一般発表では、多くの学生や先生方に発

表を聞いていただいたことで研究不足を痛

感し、課題が多く見つかりました。「常識

的な結果が出た」という点を指摘していた

だいたことで、研究の目的をどのように持

つか、なんのための研究なのかということ

を深く考えることができました。また、他

の方の発表の中でも研究者本人の視点、子

どもの視点、教育者としての視点など多く

の視点から捉えることで課題が見えてくる

甲南女子大学く4回生＞

大岡江里奈さん

■今回の子どもと自然学会では、ワークシ

ョップやシンポジウムで現場の先生や研究

をしている先生や学生の方のお話をたくさ

ん聞くことができた。ワークシヨップでは、
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ことがわかりました。

甲南女子大学く4回生＞

山本純華さん

■今回の学会では、実際に先生方が行った

実践や授業を基にした発表が多く、現場に

出たときに参考になりそうなものが多くあ

りました。特に、子どもたちが自分で見つ

けた自然を使って交流するという活動を行

う際は、教師がブームのきっかけとなり、

教室にとりこむという方法があるというこ

とや、自分が伝えることに責任を感じられ

ると子どもは自ら考えようとするというこ

となど、理科の授業時はもちろん、他教科

の授業でも取り入れられそうなものもあり、

とても勉強になりました。また、ワークシ

ョップではモノづくりの中で科学を体験で

きたり、実際に野菜や果物を使って実験す

るなど体験的な学習をすることもでき、こ

の学会で学んだことをこれからの自分の授

業づくりに生かしていきたいと感じました。

甲南女子大学く4回生＞

上野詩歩さん

■2日間でとても印象的だったのは、1日

目の初めのワークショップであった。物の

浮き沈みやこま作りなど子どもたちに興味

が持たれそうな内容がたくさんあり、実際

に教育現場に出た時に子どもたちに理科の

おもしろさを伝える材料にしたいと感じた。

一般発表では、自分の発表を先生方に聞

いていただき、コメントをいただくことが

できた。初めて発表したが、自分の発表に

興味を持ってもらえるようにわかりやすい

発表を心がけた。声の大きさやスピード、

パワーボイントの工夫など今回の発表を通

して学ぶことができた。夜の学生交流会で

は、他大学の学生の方と意見を交換する場

がたくさんあり、刺激をもらうことができ

た。特に今回は、学生の参加が多くグルー

プ内でも様々な大学が混ざることができ内

容のある交流会になったと感じている。

甲南女子大学く3回生＞

稲束昌実さん

■「子どもと自然学会」に参加するのは2回

目とういうこともあり、今回は、理科教育

について「自分の知らないことをたくさん

吸収しよう！」という気持ちで挑みました。

午前中のワークショップでは、様々なブー

スがあり、どれも興味深く勉強になるもの

でした。私が体験させてもらったのは生源

寺孝浩先生の「紙テープコマづくり」、高

橋慎司先生の「砂鉄遊び｣、玉谷竜也・吉

岡兼太郎さんの「野菜果物の浮き沈み｣、

稲生勝先生の「シュロの葉でつくるバッタ

作り」でした。「紙テープコマづくり」で

は、細く切った紙をテープで繋げていき、

オリジナルの模様で、誰もが簡単に作るこ

とができるようなものでした。しかし、作

るのは簡単だけど、出来上がってから上手

くコマを回すのは少し難しかったです。紙

を巻くのが多すぎたりすると安定感がでな

かったり、軸の棒の上の部分が長かったら

上手く回らなかったりするなど、ただ簡単

に作ることができるだけじゃなくて、頭を

使った遊びなんだなあということを感じま

した。「砂鉄遊び」は、自分で砂鉄を使っ

た教具を作ることができるという内容でし

た。これもすごく簡単にでき、子どもたち

に道具を作らせるのには最適だなと思いま

した。これを使って磁石の実験を行うと、

子どもたちも主体的になって取り組んでく

れるのではないかなと思います。「野菜果

物の浮き沈み」では、様々な野菜・果物を

真水・や海水（3.2％）や砂糖水(10%)が
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入っている水槽に入れて沈むかどうか調べ
る実験を行いました。サツマイモを切った
ら細い方と太い方でも浮き具合が少し違う
という発見がありました。同じ胴体の野菜
でも部分によって糖度が異なるということ
を知りました。真水では沈んだけど、塩水

では浮くといった現象が起こる野菜もあり

ました。この実験はぜひ教師になったら子

どもたちに披露したいものだなということ

を強く思いました。午後からのシンポジウ

ムでは、5人の先生方のお話を聞かせてもら

いました。その中で1番印象に残ったのは、

大阪大谷大学の小谷卓也教授の、保育（幼

稚園・保育園）→生活（小学校低学年）→

理科（小学校科目）にはそれぞれに一貫性

がないというお話です。幼稚園・保育園の

ときはお芋掘り等の、“野菜”に主に関わ

っていたのに、小学校に入って朝顔の球根

を植えるなどの全く繋がりがないというこ

とを問題視しておられ、今まで考えたこと

も無かったので、ただただ「確かに」と思

いながら話に聞き入ってる状態でした。先

生もおっしゃってた通り、一貫性が無かっ

たら「理科嫌い」が出てくるのも当然かな

と思います。一貫性があることで、既習知

識を生かして課題に取り組むことができ、

より子どもたちの理解が定着しやすくなる

だろうなということを強く感じました。

甲南女子大学く3回生＞

南場美里さん

■今回初めて学会というものに参加しまし

た。どのような流れで、どんなことを先輩

方が発表されるのかと、全くの未知の体験

でわくわくする期待とまた遅れての参加と

もあり、不安も抱えながらの参加でした。

私が印象に残っていることは二つあります。

まず一つ目は、懇親会後に行われた学生交

流会です。そこで行った、一つのテーマを

グループごとに話し会い、最終的には一つ

のまとめを出すといったものでした。今の

子ども達は本当に四季を感じているだろう

か。という呼びかけからスタートし、9人が

思い思いに意見を発表し合うことで、思わ

ぬ発想を聞くことができたり、自分一人で

考えていれば決して浮かばなかったであろ

う意見を聞くことができました。今更であ

りながら意見交流会という初めて出会った

人達と自分の価値観や思いと伝え会うこと

で視野が広がる感覚を感じました。また、

話し合いを進めるに当たり、意見を聞き入

れる姿勢や周囲を判断し意見を述べること

の重要性も感じました。そして、一つのテ

ーマに沿って話していたあの40分間とうい

時間はとても短いものに思えました。また、

新しい人と関わることがこんなにも楽しい

ものなんだと感じ、改めて人と関わること

が好きだと思うことができました。二つ目

は、二日目の卒論発表です。一つ上だと感

じさせない先輩方の発表にとても感動しま

した。しかしそれと同時に私は来年あのよ

うな場で、しっかり発表することができる

のだろうか、と真剣に不安になりました。

また、自分の研究テーマも今のもので良い

のだろうか、もっと具体的なテーマに絞り

現場にでた時にも使えるようなテーマのほ

うが良いのではないだろうか、と今も悩ん

でいてはっきりとした答えが出ていないま

まとなっています。しかし、来年あのよう

な形で発表するのだという見通しを見るこ

とができ、今回この学会に参加できてよか

ったと感じました。

甲南女子大学く3回生＞

松尾香奈さん

■今回京都橘大学で行われた子どもと自然

学会に参加させて頂き、懇親会からの参加

ではありましたが、様々な大学の大学生や
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先生方と交流することができ、とても楽し
かったです。他大学の学生と普段会話をす

ることがなかったので、同じ先生になると

いう夢であっても考え方の違いや、その過

程の違いを知ることができました。遠方か

らも参加していて、全国どこへ行っても、

抱えている問題は多少違ってもそこに子ど

もがいて教師になにができるのか考えるこ

とは一緒だということに気づきました。今

までは、地元で採用試験に合格したいとい

うこだわりを持っていたのですが、視野を

広げることができるきっかけになったと思

います。また、研究の発表を聞いて、興味

のあることには自然と引き込まれている自

分がいることに気づきました。吸収しよう

となり、もっと聞きたい、知りたいという

気持ちになりました。卒論の研究をこれか

ら私もやっていくに当たり、今回発表を聞

くことができとても参考になりました。テ

ーマが決まったところではありますが、こ

れから研究方法、実践、結果をまとめ卒論

研究していきたいと思います。

甲南女子大学く3回生＞

中上由菜さん

■今回は途中からではありましたが、初め

て学会というものに参加させて頂くことが

出来ました。様々な地方から来られている

先生方の話を少しではありましたが、懇親

会などでお話をさせて頂ける機会があり、

こういった点に視点を向けて研究されてい

るのかと興味を持つことが出来たり、普段

何気なく生活している中にも、こんなにも

深く考え研究することができるのかと気づ

くことが出来ました。そして2日目の一

般発表の部では、先輩方の研究の発表を聞

くことができました。その発表を聞いて私

は、すごいなあと思うことばかりでしたが、

発表後の先生方からの意見では「ここはも

っとこうした方がよかった、研究の動機を

もっと詳しく具体的に」などのアドバイス

も同時に聞き、今、卒業論文を進めている

私にとってもとても勉強になりました。ま

た、様々な分野で活躍されている方、現役

の小学校教師の方が、常に子どもたちのこ

とを考え、研究されていることを知り、ほ

んの一部分ですが知ることができて、常に

学び続けようとする姿勢の大切さを学ぶこ

とができました。私自身も教員採用試験や

卒業論文のための研究に力をむけていこう

と思っています。これまで1度も行ったこと

のない学会というこの場所に参加させて頂

くことができ、とても嬉しく思っています。

ありがとうございました。

甲南女子大学く3回生＞

古芝里彩さん

■はじめて泊まりで学会に参加して、たく

さんの人と出会うことができました。他大

学の方たち、理科教育の先生方とさまざま

な話をして、新しい知識が増えてとても興

味がわいたし、そういう考え方もあるのか

と、驚きがありました。晩ごはんの時に司

会をされていた生源寺先生とお話をしたと

きは、昔の先生のことや生活をお聞きしま

した。また、元園長先生で現在は造園をし

ている方とは、虫の面白い性質や、野草で

の遊び方などを教えていただき、どんぐり

の笛をプレゼントでいただきました。活動

の中では、特に晩ごはん後の学生だけで行

ったグループ討論が印象に残っていて、同

じテーマでそれぞれのグループで話し合っ

たにもかかわらず、意見が重なることなく

さまざまな側面から考えられた結果がでて

きて、四季をテーマとした教育の目標に関

する考え方を広げることができました。も

ちろん、先輩方の卒論発表にも感心しまし

た。学生や教授がいる中、前に立って堂々

－15‐



1

と発表する姿がとても格好良くて、ひとつ
学年が違うだけなのに自分とは比べものに

ならないと思いました。そんな先輩方の姿
を目の当たりにして、来年は自分があの場
に立つと思うと正直怖くて不安がいっぱい

あります…。でも先輩方のように、自分の

行った研究に誇りをもって、成果を発表で

きるように卒論研究を頑張りたいです。晩

ごはんが揚げ物メインだったので二日間、

冑が重たかったです。来年は、和食を食べ

たいです（*ﾊ6*)

甲南女子大学く3回生＞

安藤可奈子さん

■二日間の学会を終え、まず第一に学生交

流会が印象に残っています。同じ小学校教

員という夢を持つ大学生の皆さんと一緒に

「学校教育における四季について」という

テーマについて意見を出し合いましたが、

住んでいる地域やこれまでの経験によって

自分だけでは思い付かないような様々な意

見を聞くことができました。特に東北にお

いては、夏と秋の感覚があまりないことや、

冬の体育がスキーであることなど、育つ環

境によって子どもたちの経験が全く異なっ

てくるのだということを強く感じました。

日本では当たり前である四季を教育の視点

とらえ、それと重ね合わせて学校行事を考

えることで、子どもに何を感じさせたいの

か、またそれをどのように感じさせるのか

など、たくさんのことを考えさせられまし

た。第二に、研究の一般発表においては、

木村知奈未さんの発表が強く印象に残って

います。教材開発という内容はもちろんで

すがプレゼンデーシヨンのまとめ方や声の

大きさ、速度など、来年に自分が行う際に

心がけていきたいと感じました。また、先

輩方の卒論発表を聞くことができ、内容は
全く異なりますが自分自身の卒論テーマと

重ね合わせ、テーマや結論への導き方、ま

とめ方などを考えることが出来ました。特

に実験結果の表やグラフにおいて、そのま

とめ方一つで、なじみのないテーマにおけ

る見やすさや理解しやすさが全く異なりま

した。文章だけでなく、視覚的に分かるも

のへのエ夫を参考にしたいです。また発表

後の質疑応答の際、研究に対して「それは

分かり切ったことでは？」という意見があ

りました。自分の調べたいことに対して、

分かり切った答えだけではなく、「何故そ

うなるのか」「本音はどう思っているのか」

など、自分の研究の際に深く追求していき

たいです。

甲南女子大学く3回生＞

篠原淳子さん

■今回の学会ですごく思ったのが、交流す

ることの大切さです。初めて学会に参加さ

せてもらって、たくさんの大学が来ていて

驚きました。北海道、東京、岐阜、個性的

で価値観の違いがあり、話していておもし

ろいなと思いました。1日目の懇親会はなか

なか現場の人の話を聞きに行くことができ

なくて、自分の行動力のなさがわかりまし

た。せっかくの話す機会なのに、勇気が出

なくて残念な思いをしました。こういうと

き、さっと動けたりできるようにしないと

いけないなと思いました。しかし4回生の先

輩とは採用試験の話が聞けてよかったです。

参考になる話をたくさん聞けました。4回生

と自分を比べると、まだまだ子どもだなと

思いました。立ち振る舞いからもう社会の

一員としてしっかりしていて、1年後自分も

こうなれるのか不安になりました。そして、

こうなっていたいと強く思いました。夜の

学生交流会では、いろんな学生と話ができ

ました。同じ目標を持った人たちと、「四

季を感じる学校をつくるために」をテーマ
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に考え、自分の考え方の甘さも知ったし、
いいところを真似していこうと思えました。

納得のいかない意見もあったけど、そうゆ

うときでもしっかり自分の意見を言ったり、
聞き入れたりしていかないといけないのだ

と思いました。2日目の卒論発表では、とて

も自分の卒論テーマについて悩みました。

授業展開を考えるというテーマのものをた

くさん見て、楽しそうだなと思いました。

また現役の先生方の意見も聞けて、現場の

厳しさもわかりました。納得のいく卒論を

書いていきたいし、先輩方のようにハキハ

キと堂々とした立ち振る舞いができるよう

になりたいと思いました。どの方のがよか

ったのか順位のつけられないほど、どの卒

論の内容も聞き入ってしまうものでした。

その結果が気になってもらえるような卒論

にしていきたいと思いました。2日間ほんと

うに充実できました。3回生の人とはライバ

ルでもあり、怖さも感じたけど意識は高め

られたと思います。自分たちの発表のとき

先輩方みたいになれるように、これからも

っと卒論について深く考えていきます。

（小國利恵）今回、研究大会に参加し、様

々な地域の学生の方々や、先生方の研究や

お話を聞くことができました。30日の懇親

会、学生交流集会では、楽しみながら気楽

にみなさんとお話をすることができ、仲を

深めることができました。現役の先生の中

には京都府の先生もおられ、採用試験のお

話や現場のお話を聞くことができました。

これから教員を目指す私たちにとって、と

ても貴重な時間になりました。学生交流集

会では、今回、「四季を活かした自然教育」

について考え、グループで交流しあいまし

た。それぞれのグループで様々な考えや具

体的な活動が挙げられていて、とてもおも

しろかったです。2日目の一般発表では先輩

方の研究を聞かせていただき、これから私

たちが取り組む卒業論文についてのイメー

ジを固めることができました。当たり前だ

と思っていたことをしっかりデータとして

伝えることも大切であり、新たな発見とな

るようなおもしろい研究も素敵だと思いま

した。来年は私たちが行わなければならな

いということがよりリアルに感じました。

私たちも、先輩方のような発表ができるよ

うがんばります。たくさんの人との出会い

あり、様々な考えの交流がある、とても素

敵な学会でした。

甲南女子大学く3回生＞

宮地加那子さん

■学会というものに初めて参加し、思って

いたより硬くなく楽しい印象を受けました。

途中参加になってしまいましたが、親睦会

では、他の県の大学の教授や橘大学の卒業

生で現在教師をしておられる先生とお話し

できたのはすごくためになりました。私が

教員採用試験を受けたいと思っているとこ

ろで働いておられる方に勉強方法や傾向を

聞けて、自分にできるかという不安はある

ものの「これをしよう」ということがはっ

きり見えました。夜の学生交流会では、四

季を感じられる学校にするためにはという

ことをチームで話し合い、このような、わ

りとまじめな話をみんなですることが好き

で、同じように教師を目指す人たちと話せ

て一人一人の考えが聞けて、楽しかったで

す。

2日目は先輩の卒業論文を聞いて正直不

安になりました。自分がしようとしている

もので本当に内容の面白いものが発表でき

るのか、質疑応答でちゃんと答えられるの

か。しかし同時にやる気もでました。そん

なに簡単にできるものではないと気がつき、

もっと深く考えて進めていこうと思えまし

た。印象に残っているのは、先輩が1年生

のあさがおの観察の授業について発表され

たあとに、ある教授が学校の4階まで至る
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高さまで育ったあさがおの蔓を張り付けた
ものをみせてくださいました。「あさがお
ってこんなにのびるんだ」と驚きました。

これを子どもたちにも体験させてやりたい

と思い、いかに楽しい授業をするのか、考

えさせられました。教師と児童の関わりに

ついての面白い話もたくさん聞けて、自分

の考えが少し広がり、とても濃い一日が過

ごせました。ありがとうございました。

甲南女子大学く3回生＞

杉原恵さん

■子どもと自然学会第2回全国研究大会に

参加し、4回生の卒論発表だけでなく、他大

学の学生、先生方との交流の中で、気づき

や学びを得ることができた。

学生交流会「四季が感じられる学校作り」

題材では、お互いの理想の学校像を話合い、

特に沖縄と北海道の学校が入れ替わるとい

う交換留学の意見がとても印象的で、自分

たちの小学生時代を思い出たりと、懐かし

かった。行事に限らず各授業、環境など、

教師が積極的に子どもたちが身近に四季を

感じられる内容を取り入れていかなければ

ならないなと思い、また、それを踏まえて

の全体計画の構成が大切であると実感する

ことができた。

研究一般発表では、自分が1年後この場に

立つと思うと「今考えている卒業研究のま

まではだめだ！」と感じた。自分では気づ

かないことだが、研究発表を聞いていると、

「たしかに､」「そういえばそうだな､」感

じることが多かった。近畿大学玉井先生の

発表では、私も児童に対して行われたアン

ケートをしてみると、2つの不正解選択肢を

選んでいた。私自身「手で持ってもその量

感を手で感じることができない物にも重さ

がある」という認識が残っていたのだ。ま

た、学習後にもかかわらず、もとあった認

識に変化していることから子どもたちの生

活に基づいた、印象深い授業展開は理科の

授業において、学習を定着させるためにも、

とても重要なことだと実践結果を通して学

ぶことができた｡4回生の発表内容も様々で、

特に木村知奈美さんの発表は自分の研究と

方向性が似ており、進め方や比較方法など、

卒業研究を進めていくにあたって参考にな

った。全員の発表をみることはできなかっ

たが、来年の研究発表に向けてとてもよい

刺激になった。また、理科の楽しさを触れ

ることができ、楽しむことができた。

甲南女子大学く3回生＞

友岡真優さん

■実は私は、学会に参加する前は、大講堂

の中で先輩方が緊張感を持って卒業論文の

発表をするのを見守りに行くという気持ち

であった。その発表を聞く中で自分の卒業

論文の道を更にはっきりとしたものに出来

たら…という程度であった。活動を終えた

今、得たものはそれの何十倍のものであっ

た。今回は大きく分けて3つあげようと思

う。

まず、同じ道を目指す仲間たちと出会え

たこと。普段は甲南女子というとても小さ

いコミュニティーの中で切瑳琢磨している

が、今回は北海道という意識しなければ関

わる事ができないであろう地の学生とも意

見を交換・共有でき、学びが深まった。全

ての学生と話す中で、様々な意見が聞けて

とても楽しめた反面もっと人間的に成長せ

ればと思った。話し方からしても人の心を

上手く掴むことの出来るようなもので、甲

南女子の中でも互いに意識しながら真剣に

話し合い等をしていきたいと思った。

次に、其々が研究しているものについて

聞くことの楽しさを感じることができたこ

と。自分が知らないことについて知ること
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はとてもワクワク・ドキドキした。知るこ
とはこんなにも楽しかったのかと気付くこ

とが出来、子どもたちが毎日こんな感情を
抱けるような授業作りを将来していきたい
と思った。

最後は、○○氏と出会えたこと。懇親会

の際、○○氏の横を「前講演してくれた先

生がいるね」などと言いながら近くを通っ

た。3人で熱い視線を送っていたためか、

先生の方から話しかけてきて<ださり、興

味深い話をたくさん聞かせていただいた。

“自然は学ぶのではなく遊ぶのだ"。この

言葉は私の中で大きく響いた。自然物と自

然に遊ばせることは一石何烏にもなるとい

うことに気付いた。それから私は学校から

の帰り道本屋に行き、自然と遊ぶ術が載っ

ている本を読んでいる。このことは私の卒

業論文にも関係することでありきっと将来

も役に立つはずだ。

出会うこと、学ぶことの楽しさに気付く

ことができたこの学会に参加できたことに

感謝し、来年に向け卒業論文を進めていこ

うと思う。しかし研究者たちにつっこまれ

る事は目に見えている､､、緊張するなあ､、、

甲南女子大学く3回生＞

宮地加那子さん

■学会というものに初めて参加し、思って

いたより硬くなく楽しい印象を受けました。

途中参加になってしまいましたが、親睦会

では、他の県の大学の教授や橘大学の卒業

生で現在教師をしておられる先生とお話し

できたのはすごくためになりました。私が

教員採用試験を受けたいと思っているとこ

ろで働いておられる方に勉強方法や傾向を

聞けて、自分にできるかという不安はある

ものの「これをしよう」ということがはっ

きり見えました。夜の学生交流会では、四

季を感じられる学校にするためにはという

ことをチームで話し合い、このような、わ

りとまじめな話をみんなですることが好き

で、同じように教師を目指す人たちと話せ

て一人一人の考えが聞けて、楽しかったで

す。

2日目は先輩の卒業論文を聞いて正直不

安になりました。自分がしようとしている

もので本当に内容の面白いものが発表でき

るのか、質疑応答でちゃんと答えられるの

か。しかし同時にやる気もでました。そん

なに簡単にできるものではないと気がつき

もっと深く考えて進めていこうと思えまし

た。印象に残っているのは、先輩が1年生

のあさがおの観察の授業について発表され

たあとに、ある教授が学校の4階まで至る

高さまで育ったあさがおの蔓を張り付けた

ものをみせてくださいました。「あさがお

ってこんなにのびるんだ」と驚きました。

これを子どもたちにも体験させてやりたい

と思い、いかに楽しい授業をするのか、考

えさせられました。教師と児童の関わりに

ついての面白い話もたくさん聞けて、自分

の考えが少し広がり、とても濃い一日が過

ごせました。ありがとうございました。

甲南女子大学く3回生＞

池田成美さん

■たくさんの方の卒業論文やいろいろな先

生の貴重なお話が聞けた二日間でした。先

輩方の卒業論文では、たくさんの発見があ

りました。新たにわかったこと、知ること

ができたことは本当に勉強になりました。

そこからでる質問でのやりとりで、また新

しい考えが生まれ、いろいろなひとのいろ

いろな意見を聞くことができました。特に、

「どんぎつね」の発問の違いを取り上げた

廣崎恵理子さんの卒業論文は自分にとって

驚きの多いもので、とてもおもしろかった

です。同時に、自分自身も来年この場所で
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卒業論文を発表することを思うと少し緊張
しました。皆様の発表を通して、これから

長い時間をかけておもしろい論文を制作し
ていけたらと思います。

また、一日目の夜の懇親会や学生交流集

会などでは、本当にたくさんの人と関わる

ことができ楽しかったです。自分にはない

考え方をもっている人のお話しはとても興

味が持てました。学生交流集会でのグルー

プワークでは初めて出会った方たちと一つ

のものを作っていく不思議さもありました

が、みんな、先生を目指す人の集まりで、

やっぱり話していて共感できるところや、

この発想はなかった、すごいな、と思える

ところがたくさんあり、私にとってとても

発見の多い時間となりました。司会の方た

ちや先輩方を見ていても、自分との立ち振

る舞いや話し方、説明の仕方に大きな力の

差を感じました。自分にはない力や魅力を

もっている方がたくさんいて、私も数年後

にはあんな風になれているのだろうかと少

し不安になりました。これから経験を積ん

で先輩方のようになっていきたいです。

全体を通して、本当に勉強になったのはも

ちろんですが、今の自分にまだまだ足りな

いものや、知らないことがたくさんあるこ

とが実感できました。また、新たに興味を

持てたことやこれから調べていきたい、知

っていきたいと思えることも多く見つけら

れました。有意義な二日間を過ごせました。

ありがとうございました。

私はこの学会で感じた事は全部で2点あり

ます。

1点目は討論する事の楽しさです。今回学

生交流会では「四季を感じる学校・園作り」

という事について話し合いました。この議題

を聞いた時は、実際にやる訳でもないのに何

で話し合わなければならないのだろうかと思

っていたのが正直な感想です。しかし、学生

交流会を迎える準備をしていく中や、実際に

話し合いをして、夢とも言える様な内容を話

していく事が本当に楽しかったです。また、

実際に先生になった時にできるんじゃないか

なとも考えられる事も出てきました。色んな

人から様々な視点の考えをきいて、刺激にな

りました。

2点目は中心になって物事をすすめる事の

難しさです。私は今回学生交流会を中心とし

て、普段なら絶対やらない事をする機会をた

くさんいただきました。議題を決めたり、方

向性を定めたり、どのようにしたら最善なの

かたくさん考えました。

実際上手くいかない事や、失敗などたくさ

んありました。話し合いの方向性が全然まと

まっておらず、まとめるのに苦労したり、細

かい配慮まで出来ていなかったと感じる事が

たくさんありました。先を見通して行動出来

る様になりたいととても強く思いました。

さいごに、この学会では本当にたくさんの

事を経験させてもらいました。先生方のまえ

で発表する事だったり、夜中まで討論を重ね

る事だったり、普段は絶対避ける事だとおも

います。しかし、無事終える事が出来たのは、

三上先生をはじめとした先生方、橘のOBの

先生方、同期、共に頑張った湯川さん、原田

君のおかげだと思います。はじめは自然学会

のお手伝いを、と考えて参加したのですが、

結果的に多くの人達に支えてもらい、私の中

の大きな経験となりました。本当にありがと

うございました。

晴嵐保育園の話を聞いて、とてもすてきで

魅力的な保育園だなと思いました。私は今ま
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で、園庭といったら、ひれべつたいひろばに
固定遊具がいくつかあるというような園庭し
か見たことがなかったので、広場に築山や川
や穴を作るというのはとても新しいなと思い

ました。しかし、今までフィールドワークな

どで砂場で遊ぶ子どもを見ていると、必ずと

いっていいほど山を作ったり水を流して川を

作ったりしているので，広場にできた大きな

山や川は子どもにとって魅力的な遊具だろう

なと思いました。固定遊具だったら乳児さん

には危険なので遊ぶことはできないけど、こ

ういう遊具だったら土の感触を楽しんだりハ

イハイで山に登ってみたりということができ

るのでよいなと思いました。

子どもと自然学会第20回山科大会

2013.11.30.(封～理.1.（日）

京都橘大学

感想用紙

｜画｜、縦

山科大会感想吉岡秀樹（千葉）

山科大会も成功裏に終えました。100名を

越す、学生参加で運営もこれまでとは違った

ご苦労が大会関係者にはたくさんあったこと

と思います。実行委員会の皆さん、特に会場

校である京都橘大学のみなさん本当にお疲れ

さまでした。有り難うございました。

以下、感想です。

乳幼児、小学校低学年と自然に焦点を当て

て、子どもたちにどのような自然（校庭、園

庭も含めて）を用意してどのような関わらせ

方をしていったらよいか、少し見えてきまし

た。

お名前(ｷ社鍾塔ﾁ）所属(甲噴粒ｲ纈卜鍬

お一つ選んでOをお付けください．

〈ﾜー ｸｼﾖｯブ・鍬ｽｸー ｾﾂｼﾖﾝ・唖彦．学生交罐会〉

私はシンポの間、私の住む千葉県成田

市の農村集落での子育てについて考えて

いました。子ども数の減少で廃校になっ

た地域の小学校跡地をどうするのか、子

どもの集まって遊べる自然の確保は可能

なのか、子どもが親にせがんで連れてき

てもらうような場が作れるのか、等々で

す。また、都会のマンションに生活して

いる私の孫たちの、自然とのかかわりを

どう保証してやれるのか、自分に何がで

きるのかも考えていました。たくさんの

ヒントがもらえたシンポでした。今後、

乳幼児と小学校低学年児童にとっての

「自然とのかかわり」について、共通点

と相違点を理論的、実践的に明らかにし

ていけるともっと良いのではないかと思

いました。

また、今回の大会では学生、院生、若

手教員、若手保育士の活躍が随所で見ら

れました。学生交流集会をどのように持

つかの議論がこの人たちを軸に、「学会

10年これまでとこれから」で高年熟年会

員を交えて行われました。学生交流集会

”、お佳色

丸刀さ.おもし弓さ江曽‘遙庭cろセンスが戯くかI剛ｪ1'
、

子膠も准弓は 自然上のかか例芝せ滝諭すiご年きて

u匂てしまうんだがといｳこて毛感じ'笠味。乗"飼世パ

も．,l､さい二子から不自画かく生話していZし、自然の

原躍わき坐し仇篭も見”色でも生落してい河(例えば1．

詔‘風呂のお湯唇 薪で!fいて混』n3'DZF"x,

イゼ(こ温め軸〈椎鵬!玲祢･宝てく3など)｡プ‘弓､フク

ボwｳｽがル､､毎乙銅き諺味．帥自身,,経験'ぃ

稗ぷ'”ぃ奴，､llう‘､舛嶽野の専門象嶽を
閉､‘て勉強味7，不逗譲んて'､､引錐しZ,常々すこLrゾ

和の課題だ'上風､ましrﾐ。
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を若手だけで持つのか、それとも高年熟年会
員にも参加してもらうのか、様々 な意見が出
されました。私は若手だけで学生交流集会を

持つことに内心では賛同していました。現在
でもその思いは変わりませんが、さらにいろ

いろな場で検討していきたいと思います。

このことと関連して若手研究者が自立的に

研究運動を進められるようになるためには、

どうしたらよいのか。その土台としては「子

どもと自然」研究に関心を寄せる若手研究者

がさらに増えていく必要があるのだと思いま

す。そのためにどうしたらよいか。今回は関

西での研究大会でしたが、これが関東での大

会であっても、あるいは東北や四国、九州で

の大会であっても一定数の学生や若手研究者

が参加できるようにするにはどうしたらよい

かを検討して行く必要があると思います。こ

の論議の中でK大の学生から出されたHPな

どのインターネットの活用は焦眉の課題で

す。

「学会10年これまでとこれから」の中で研

究運動担当の石渡さんから提起された、「こ

れまでの研究大会などで浮き彫りになった研

究課題がそのまま課題として残っている問

題」や集会等担当（吉岡）が提起した「研究

大会のテーマをどこでどのように決めるの

か」については、久しぶりに開催が予定され

ている2014年4月の「思いを語る会（拡大理

事会)」でじっくりと検討したいと思いまし

た。これは、研究大会の折にもたれる理事会

がどうしても当面の課題処理に追われる現状

を考えたとき、開店休業状態にある「思いを

語る会」の役割は重要になるのではないでし

ょうか。

一般発表での学生の皆さんのとりくみに頭

が下がります。15分という短い時間を最大限

活用してきっちりと'0分発表、5分質疑とし

ていました。パワーポイントなどを使っての

10分間の発表では各自の研究をきちんとまと

めてくれていました。おそらく、何度も事前

に練習もされていたのでしょう。それにひき

かえ私などは焦点の定まらない発表になって

しまい、猛省してます。

終わりになりましたが、今回初めて企画さ

れた「ワークショップ」には私自身は15分ほ

どしか参加できませんでしたが、出展してく

ださった方々のいきいきとした表情に圧倒さ

れました。特に、学生の皆さんの、はつらつ

とした応対に感心しました。ポスターセッシ

ョンについてはじっくり見る時間がありませ

んでしたが、9点の発表のうち、5点はその内

容が要項に掲載されていました。これはあり

がたかったです。

以上、雑ぱくな感想です。もう一度、要項

を読み返したいと思います。

吉岡様理事の皆様玉生です。

吉岡さんの山科大会の感想文に触発され

て、私も若干の感想を述べさせて頂きます。

1）シンポジウム

現場で活躍している多くのシンポジストを

集めて、大変中身の濃い発表でした。

当日たくさん参加していた学生さんたち

に、多くの学びを提供したこととと思います。

2）一般発表

私はB分科会に参加しました。学生や若い

教師からの発表に、真剣さ、切実さを感じま

した。これは本学会にとって宝です。これ

らの内容を深め、発展させる事が、学会の課

題だと思います。

3）全体会

学生の本音を聞く事ができたとともに、年

配の会員の思いも聞く事ができました。

印象に残った事は、教師一年目の井上理香

子さんの発言でした。彼女は理科の授業担当

を希望しましたが、新人研修が多いため1年

目は叶いませんでした。しかし、そのような

条件下でも、3年生のクラス担任として、大
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「

学で習った「アゲハチョウの成長と生き様」
を実践しました。

その結果を、「アゲハチョウの実践を通し

て「ドキドキ」を感じる」という一般発表を

してくれました。この発表を聞いたシンポジ

ストの小林桂子さんが、「条件が難しい中で

素晴らしい実践をした」と激賞していました。

井上さんは、教師となってはじめて、学生

時代にはわからなかった諸問題に直面してい

ます。それを支えているのが、生源寺さんた

ちと行っている「理科サークル」の存在です。

教育現場で苦労している先生達を、学会とし

てどう支えていけるのか、重要な課題だと思

います。岸本さんは「岸本塾」を開いて、現

役の先生を支えています。安江さんは退職教

師として、何ができるか発信しています。こ

のような活動を、学会の大きな柱と位置づけ

て、今後、意識的に取り組んでいく事が重要

であると感じました。

玉生さんの山科大会についての感想の中、

の、井上理香子さんの「アゲハチョウ」の

授業実践は、私たち「生物教育研究委員会」

の「人間と生物世界」学習指導12年計画に

とっては、たいへん重要な意味をもってい

るように思いました。

私たちは、4年生の「昆虫世界」から動

物についての本格的な学習指導を展開した

いと思っていますが、その前段として3年

生で、「生きものを育て、生きものの生き

方と育ち方をとらえる」という単元を設定

しています。「本格的な」とは、動物の生

活を貫いている基本法則性と多様性、その

背後にある進化的歴史性に目を向ける学習

の指導であり、子どもたちが、見える世界

から見えない世界へ学習を展開していくと

いうことです。その前段とは、見える世界

をきちんとみる、個別的であっても、生き

もの世界への多彩なはたらきかけと学びを

実現させることであり、これなしには4年生

以降の本格的な学習は実現できないと考え

ています。「アゲハチョウ」は、生源寺さ

んの4年生のすぐれた実践があり、笠井守

さんの3年生の実践があります。そうした

実践を、先生としては新人の井上先生が実

現されたということは重要な事実だと思い

ます。

別のことになりますが、理事のみなさん

の相互の連携のために理事会のメーリング

リストが利用されていますが、玉生さんや

吉岡さんが寄せられた貴重な感想は、ぜひ

こちらの会員向けのものをご利用いただけ

るといいのですが。その意味で、甲南女子

大学の方々の感想が寄せられていますが、

楽しく学ばせていただき、感謝しています。

こどもと自然学会に参加させていただき大

変勉強になりました。感想・意見を求められ

ましたので少しですが述べたいと存じます。

1．ワークショップと個人発表をさせていた

だきました。ともに蚕に関するものでした。

繭玉人形に関心を持つてくださり参加者がめ

いめいの作品を作って楽しんでいただけたこ

とはうれしく存じました。

また、発表の趣旨を絵本belongingでお示し

したことが、効果的であったと感じておりま

す。JeannieBakerの発想は、都市部にすむ住

民がその士地に愛着をもてていないが、もと

もとの自然の復活を通じてコミュニティの再

生とともにその土地に属す生態系の一員とし

て自己を位置づけていくのだという趣旨です。

子どもと自然学会の目指す方向に会う主張な

のではないでしょうか。

2．シンポジュウムの時間がシンポジストの
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数に比べて短いと感じました。夜を徹して議
論をしたかった気分でした。当日のアンケー

トにも書きましたが、ジャンル分けをして議
論の整理があればよかったと思います。
3．実行委員に学生がたくさん加わっていた

ことで活気を感じました。学部学生へ高度な

議論を聞かせるよい機会だったと思いました。

4．大津市の保育所からの発表で園庭での意

欲的な工夫をされている実践や草木染めの実

践にふれ大変刺激をいただきました。

5．次への議論の発展として、子どもの原風

景となる幼児期というテーマを提案したい

と存じます。岩波新書の「幼児期」岡本夏木

著に学んだ視点です。今日の保育制度改革の

中では、子ども自身の視点が重視されていま

せん。その点から、子どもの立場に立つこと

の重要性を発信することに、私たち子どもの

専門家とよばれる立場の者の責任があると存

じます。

以上少しですが述べさせていただきま

した.．

2013山科大会全体会メモ（稲生の私的メモ）

全体会で、司会の玉生さんが見事な司会ぶ

りを発揮され、上手に学生、若手の意見を引

き出してくださりました。以下、当日、稲生

がとったメモです。もともと、記録としてと

ったものではなく、あくまで、個人的なメモ

で、抜けている発言もあり、不十分なもので

す。（最初から記録者を準備するべきだったの

かもしれません。これも検討課題かも）が、

参考にはなると思います。特に出た意見につ

いては、実現できるかどうかは別として理事

会で何らかの対応が必要と思います。＜＞は

稲生が、対応が必要と思ったことです。

．（教員養成系大学生から）教員養成系以外か

らのいろいろな学部生の参加がほしい。また、

もっと多くに地域からの参加がほしい。いろ

いろな環境を知りたいのもその理由。

＜学会や学生交流集会のテーマ設定などに工

夫が必要か？＞

・新聞やテレビで言われているニュースを実

感できる発表などがあり、よかった。自分の

普段住んでいる環境と違ういろいろな場所で

開催し、異なる環境を経験したい。

・ニュースで言われていることを深く知るこ

とができたばかりか、他地域の同年代の人た

ちとそれについて語ることができたのがよか

った。

・学生交流集会はよい。シンポは上の世代の

人たち話すが、同世代と話すのがよい。市川

大会では先生が入った。学生交流集会に先生

が入ってほしい。

・学生だけの方が気楽に発言できる。

・大人が入るとこれが正解という風になって

しまう、学生同士のほうがよい.，最後にまと

めるときに大人が入ればよい。

・現場に出ると、実践の引き出しがすぐにほ

しい。先輩の先生に聞きたい。

＜若手教員の会が必要か？学生交流集会OB

会も必要か？若手の会の充実？＞

･OBのかたにも、学生交流集会に参加して

ほしい。

・先生にも入ってほしい。学生の議論で白黒

つけなくともいいことで白黒つけたくなる時

がある。先生に抑えてほしい。

・市川大会から参加している。市川大会では

人数が10人足らずだった。中間発表があっ

た。中間発表を先生に聞きたい。

･Webを整備してほしい。

＜これは、対応すべきでは？＞

・テーマを教員養成系以外の学部の人が入り

やすいものにしてほしい。

＜学会や学生交流集会のテーマ設定などに工

夫が必要か？＞
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食の現場からTPPを考えている人たちが

まんがで問題点を指摘しています
「みんなでとめよう

T:とんでもない

P:ペテンにみちた

P:パートナーシップ」と

上と次ページに掲載されているマンガを編集担当に送ってくれたのは、保

育園で子どもたちの給食を預かっている栄養職員の方です。通信52号、5

3号にも私たちの学会の会長である稲生勝さんが、「子どもと自然から見たT

PP」の問題を書いてくれています。第28回給食セミナーが山科大会と同

じ日程で京都市で開かれました。そのセミナーにも「TPPと食の安全」分

科会が設定されています。TPPの問題は政治の問題、すなわち、頭の上の

方の問題と思いがちですが、衣食住という私たちの目の前の問題なのですね。
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子どもと自然学会誌刊行規程

■原稿執筆要領■

1．ワープロによる印字されたもの、手書きのもの、絵・図版だけのものいずれも受け付け

る。ただし、そのまま印刷して掲載する。手書きのものを提出したが、編集担当に有料でワ

ープロで印字して原版を作ることを望む人は、その旨連絡する。

2．上のいかなる形式で原版を作成しても、必ず次の順序で執筆する。

1）題名2）執筆者（ひらがき氏名も）3）連絡先4）要旨（1ページ以内

で本文の1/S程度の長さ)5)キーワード3~5個6)本文7)文献

3．要旨を日本語以外の言語で書くことを認めるが、その場合には日本語の要旨をつける。

4．ワープロで印字して原版をつくる場合には、次のことを目安とする。

a．原則としてA5判の用紙に2段組でプリントしたもの(1段組も認める)。版下作成は編

集担当者が行う。

b.横書き、活字は9p.で明朝体。見出し等特別なものはゴシック。

C.図版は文章の中に貼り付ける余白をつくって、そこに貼り付ける。

。．表題・氏名・所属は－段組みとして、10行をとる。表題の活字の大きさは20p.氏名・所

属は14p・にする。その後、20字×35行×2段で1ページ目。2ページ目以降は20字×

40行×2段とする。

5．印字したもののほかに、それぞれのソフトウェアの形式とテキスト形式のファイルをメー

ルに添付して送付する。

6．要旨はインターネットのホームページに掲載することを了承する。

■編集方針■

，．依頼原稿・公募原稿の区別なく、つぎの校閲を行う。

a編集委員による誤字・脱字の訂正、内容に立ち入らない文章表現上の校閲を行う。

b.内容についての校閲を校閲委員によって行う。

約3カ月の間に、2回までの校閲を行う。

基本的には、校閲委員と著者の間で調整し掲載されるように努力する。

C.原稿の取り扱い

，）2回の校閲によって、校閲委員と著者との間に調整がついた場合には掲載する。

2）2回の校閲においても、校閲委員と著者の間の意見の調整がつかない場合には、つぎ

のようにして取り扱う。

a)著者に掲載の要望があった場合には、校閲委員の意見を添付して著者の要望によ

り掲載する。

b)著者に引き続いての校閲の要望があれば、校閲を行う。

2．作成方法

a.体裁A5判

b.版下として原寸大のものを著者に作成してもらう。印刷・製本は業者に依頼。

C.1巻は140ページ以内

投稿料は1ページについて400円を負担してもらう。2ページ800円を負担すると、一部配布。
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再び学会費納入のお願い

2013年度の年会費2500円です。

通信で「学会費納入のお願い」しましたところ、何人かの方から会菱の納入が‘
ありました。ありがとうございました。

事務局といたしましては、今一度、会費の納入をお願いしたいと思います。
2012年度は学会全体の経費が33万円ほどかかりました。しかし、会費の
納入状況が芳しくなく、 収入が少なかったために繰越金を切り崩して収支を合わ

せている状況です。2013年度の会饗がまだの人は2013年度の会費をおね
がいします。2012年度もまだという方は2012年度と2013年度をあわ
せて納入してくださる袋うにお願いします。

会餐の握込先：三菱東京UFJ銀行岐阜支店店番550
口座番号:0067796

口座名義：子どもと自然学会会長稲生勝

会登一般会員2500円学生会員1000円子ども会員500円


